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いま、国境なき医師団が援助を届けている相手の多くは、「難民」もしくは
「国内避難民」と呼ばれる人びとです。暴力や迫害を逃れて避難生活を送り、
家に帰れる日が来るのかどうかもわからない。今までの生活を奪われて、
命の危険にさらされながら、日々を生きのびていかなければなりません。

・・・もし、あなたの住む町で戦闘が起きたら？　
住み慣れた家と生活をあとにして、家族とともに、あるいははぐれて、どこに逃げますか？　
その先で、毎日何を食べ、どこで眠り、生活していくのでしょう？

難民・避難民が直面している困難と、必要とされる援助とは何かを想像してみてください。
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     「紛争から逃れ疲弊した人びとに命をつなぐための援助を」

2008年10月、コンゴ民主共和国、政府と反政府武装勢力の戦闘が激化し、2万5千人以上が新たに避難
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難
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避
難
民
に

　
　
　
　
　

な
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と
い
う
こ
と
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「私と妻は戦争中に捕らえられて、鞭で打たれました。兵士たちは金を要求し、私が妻

の実家に贈るために貯めていた結納金を奪っていきました。一家で逃げ出して、この

キャンプに来ました。妻の家族に敬意を示すことができず、とてもみじめに感じていま

す。すべては戦争のせいです。自分が力を失ってしまったという考えに、しばしば苦し

められます。夜の間、考えて、考えて、目が覚めると具合が悪くなっています。腹部が痛

みます。9人の子どもがいますが、子どもたちに見つめられても、彼らをどうやって支

え、食べさせればよいのかわからない。私は強さを失ってしまったのです…」

－コンゴ民主共和国、北キブ州シャシャの避難民キャンプに暮らすマイニーン（39歳）
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コンゴ民主共和国、北キブ州ニャンザレ地域。避難民を支援するMSFのクリニックで産まれたばかり
の我が子に授乳する母親。
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スーダン、ムハジャリア地域では、1月に起きた激しい戦闘のため、３万人以上が避難を余儀なくされた。

4200万人

　1951年の「難民の地位に関する条約」は「人種、宗
教、国籍もしくは特定の社会的集団の構成員であるこ
とまたは政治的意見を理由に迫害を受けるおそれがあ
るという十分に理由のある恐怖を有するために」他国に
逃れた人びとを難民と定義し、保護の義務を定めてい
ます。一方、国境を越えない「国内避難民」の場合は、難
民と同様に迫害や紛争により故郷を追われて避難生活
を送っていても、彼らを保護する責任は一義的にはその
国の政府にあるため、国際社会からの援助を受けにく
い状況におかれています。
　国連難民高等弁務官事務所(UNHCR)の推計によ
ると、世界の難民の数は約1600万人、迫害や紛争によ
る国内避難民は約2600万人に上り、計4200万人の
難民・避難民がいるとみられています。ただし、この数字
にはラオスからタイに逃れたモン族難民や北朝鮮から
中国への「脱北者」などは含まれていません。避難した
先のタイ、中国政府や国連機関によって「難民」と認定
されていないためです。世界には公式の統計以上にさら
に多くの人びとの苦難があることも、忘れられてはなり
ません。

　戦闘や迫害を逃れて国外に脱出した「難民」、
国内で避難生活を送る「国内避難民」。「難民・
避難民」というカテゴリーの下に入る以前、彼ら
にはそれぞれの暮らしがありました。生き延びる
ために、その生活を捨てざるを得なくなり、住み
慣れた土地を離れ、持てるものだけを持ち、安全
な場所を探して移動し続ける。その過程で負傷
したり、家族をなくしたり、耐え難い恐怖を経験
する人もいます。難民キャンプに到着し、あるい
はスラムの中に仮の住まいをおいて寒さと雨露
をしのぎ、あるいは知人の家に身を寄せることが
できたとしても、元の生活と同じ平和が得られる
わけではありません。

　国境なき医師団（MSF）は、1976年にベトナム、カ
ンボジア、ラオスからの難民への援助をタイで開始、
さらに1978年からスーダン、ザイール（当時）などア
フリカ諸国の難民キャンプで活動を始めたのを皮切
りに、以降、湾岸戦争とその後の内乱時のクルド難
民、ルワンダの大虐殺、リベリア、アンゴラ、アフガニス
タン、チェチェン、パレスチナなど、紛争地域で難民・
避難民の援助にあたり、数えきれない人びとの苦難
を目撃してきました。
　6月20日は「世界難民の日」です。MSFが援助を届
ける人びとの声と、彼らとともにある現場のスタッフ
からの報告を通じて、援助の先にある難民・避難民の
暮らし、そして思いをお伝えします。

（データ出典：UNHCR “2007 Global Trends”）

50万人以上 25万～50万人 10万～25万人 １万～10万人

世界の主な難民出身国



̶

チ
ャ
ド
に
お
け
る
M
S
F
の
活
動
の
経
緯
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

M
S
F
は
東
部
で
は
ス
ー
ダ
ン
難
民
の
援
助

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、2
0
0
6
年
に
村
々
が

反
政
府
勢
力
に
襲
わ
れ
、避
難
す
る
人
が
急
増

し
た
た
め
、2
0
0
7
年
初
頭
に
チ
ャ
ド
の
国
内

避
難
民
へ
の
援
助
を
始
め
、国
際
社
会
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
ま
し
た
。当
時
、ダ
ル
フ
ー
ル
か
ら
国
境

を
越
え
て
き
た
難
民
以
外
は
援
助
を
受
け
て
い

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。そ
の
後
、国
内
避
難
民
に
対

す
る
援
助
は
増
え
、現
在
は
50
以
上
の
N
G
O

が
活
動
し
て
い
ま
す
。こ
の
地
域
の
国
際
援
助
の

総
額
は
年
間
3
億
ド
ル
近
く
、チ
ャ
ド
の
国
家
予

算
の
半
分
に
あ
た
り
ま
す
。

　

南
西
部
で
は
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
か
ら
の

難
民
が
住
む
キ
ャ
ン
プ
で
2
0
0
6
年
か
ら
活

動
し
ま
し
た
が
、状
況
が
落
ち
着
き
、国
連
機

関
な
ど
が
食
糧
、住
居
、キ
ャ
ン
プ
内
の
医
療
な

ど
必
要
な
援
助
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
2
0
0
7
年
4
月
に一
部
の
活
動
は
引
き

揚
げ
ま
し
た
。現
在
は
ゴ
レ
の
病
院
で
、難
民
と

地
元
住
民
の
双
方
を
対
象
に
医
療
を
提
供
し
、

ま
た
感
染
症
の
流
行
や
難
民
の
急
増
な
ど
緊

急
時
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　̶

難
民
・
避
難
民
と
な
っ
た
人
び
と
は
ど
ん
な

ニ
ー
ズ
を
抱
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

　

襲
撃
を
受
け
て
村
を
逃
げ
出
そ
う
と
い
う
と

き
に
物
を
持
ち
出
す
の
は
至
難
の
業
で
す
。わ
ず

か
な
食
糧
と
炊
事
用
品
、着
替
え
、寝
具
を
や
っ

と
持
ち
だ
せ
れ
ば
よ
い
方
で
、着
て
い
る
服
の
ほ
か

に
所
持
品
の
な
い
人
も
い
ま
す
。

　

人
び
と
は
安
全
と
思
え
る
場
所
ま
で
何
日
間

も
歩
き
続
け
ま
す
。疲
れ
果
て
、暴
力
を
受
け
た

り
目
撃
し
て
心
的
ト
ラ
ウ
マ
を
負
っ
た
人
も
い
ま

す
。家
族
や
友
人
を
襲
撃
で
失
っ
た
り
、逃
げ
る
最

中
に
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。多
く
の

人
が
不
安
を
感
じ
、再
び
暴
力
に
巻
き
込
ま
れ
て

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
ま
す
。

　

彼
ら
が
キ
ャ
ン
プ
に
到
着
し
た
と
き
に
第
一に
必

要
な
の
は
、住
む
場
所
、水
、食
糧
、医
療
で
す
。

　

チ
ャ
ド
の
避
難
民
や
難
民
は
多
く
の
場
合
、町

の
近
辺
に
自
然
発
生
的
な
キ
ャ
ン
プ
を
作
り
ま

す
。し
か
し
、木
の
枝
や
葉
を
集
め
て
作
っ
た
一
時

し
の
ぎ
の
住
居
で
は
、雨
や
暑
さ
寒
さ
か
ら
十
分

に
身
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

避
難
先
で
は
食
糧
を
買
う
こ
と
も
、耕
作
す

る
こ
と
も
難
し
い
の
で
、多
く
の
人
が
食
糧
配
給

に
頼
り
ま
す
。栄
養
失
調
は
急
激
に
進
行
し
て

幼
い
子
ど
も
の
命
取
り
に
な
る
た
め
、栄
養
状
態

の
調
査
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

飲
用
水
の
供
給
も
重
要
で
す
。人
び
と
は
水

が
な
け
れ
ば
、川
や
古
井
戸
の
水
を
汲
ん
だ
り
、

地
面
を
掘
っ
て
溜
め
池
を
作
り
ま
す
。劣
悪
な
生

活
条
件
で
そ
う
いっ
た
水
を
利
用
す
る
と
、下
痢

症
や
コレ
ラ
、E
型
肝
炎
な
ど
に
つ
な
が
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。

　

医
療
も
ま
た
不
可
欠
で
す
。戦
闘
や
避
難

の
最
中
に
負
傷
し
た
人
や
、深
刻
な
脱
水
状
態

に
陥
っ
た
人
に
は
、も
ち
ろ
ん
緊
急
の
手
当
が
必

要
で
す
。さ
ら
に
、キ
ャ
ン
プ
で
の
生
活
に
お
い
て

は
健
康
全
般
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
え

ま
す
。は
し
か
な
ど
は
、急
速
に
感
染
が
広
が
っ

て
子
ど
も
た
ち
の
命
を
危
険
に
さ
ら
す
恐
れ
が

あ
る
た
め
、疫
学
調
査
や
予
防
接
種
、治
療
が

重
要
で
す
。

紛争から逃れ
疲弊した人びとに
命をつなぐための援助を

インタビュー

チャドでは現在18万人以上が国内避難民
となっている。また、スーダンのダルフール
地方の紛争から25万人が逃れてきて、東
部の国境沿いに10以上の難民キャンプが
形成されている。南西部には中央アフリカ
共和国からの難民4万人以上がおり、その
数は現在も増加している。
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　1960年の独立以来、常に政情が不安定なチャドでは、多くの人が紛争に追われ
避難生活を余儀なくされています。また、隣国のスーダンや中央アフリカ共和国から
逃れて来た多数の難民も暮らしています。
　MSFフランスからチャドに派遣され、活動責任者を務めるフレデリック・エミリア
ンへのインタビューから、「紛争を逃れる」ということが個々人にとって現実に何を意
味するのか、そのとき何が必要とされるのかが見えてきます。
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フレデリック・エミリアン
（Frederic Emirian）

MSFフランス支部
チャドにおける活動責任者

国際関係論および政治社会人類学の学位を取得後、保健
医療分野の国際協力活動を経てMSFに参加。これまでに中
央アフリカ共和国、コンゴ民主共和国、イランなどに派遣さ
れる。2008年11月から現職。

´ ´

リビア

チャド

スーダン

ドグドレ

ンジャメナ

ゴレ
中央アフリカ
共和国

二ジェール

ナイジェリア
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̶

彼
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
、M
S
F
は
ど
の
よ

う
な
援
助
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

東
部
の
ド
グ
ド
レ
と
い
う
村
に
は
、2
万
7
千

人
の
避
難
民
と
3
千
人
の
住
民
が
い
ま
す
。

M
S
F
は
2
0
0
6
年
に
基
礎
医
療
の
提
供

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、給
水
シ
ス
テ
ム
を
建
設

し
ま
し
た
。川
床
か
ら
ポ
ン
プ
で
水
を
汲
み
上
げ
、

水
道
管
を
設
置
し
、E
型
肝
炎
を
引
き
起
こ
す

細
菌
を
紫
外
線
で
除
去
す
る
な
ど
飲
用
に
適
切

な
処
理
を
施
し
た
水
を
村
と
避
難
民
キ
ャ
ン
プ

ま
で
引
き
、そ
こ
で
人
び
と
が
水
を
汲
め
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、 

M
S
F
が
建
設
し
た
病
院
で
の
医

療
の
提
供
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。外

来
で
は
子
ど
も
た
ち
に
定
期
的
な
予
防
接
種
を

行
い
、は
し
か
の
集
団
予
防
接
種
も
複
数
回
実

施
し
ま
し
た
。栄
養
治
療
セ
ン
タ
ー
で
は
昨
年
、

重
度
の
栄
養
失
調
児
を
6
0
0
人
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。

　̶

紛
争
地
で
の
活
動
の
困
難
は
あ
り
ま
す
か
？

　

チ
ャ
ド
東
部
で
の
援
助
活
動
は
常
に
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。援
助
従
事
者
と
そ
の
所
有

物（
自
動
車
、現
金
、通
信
機
器
な
ど
）が
襲
撃

の
標
的
に
さ
れ
、昨
年
は
他
の
援
助
団
体
の
ス

タ
ッ
フ
の
殺
害
事
件
が
3
件
起
き
て
い
ま
す
。

　

ド
グ
ド
レ
に
は
長
い
間
、治
安
と
地
理
的
条
件

の
悪
さ
か
ら
国
際
援
助
が
入
ら
ず
、M
S
F
は

そ
こ
で
活
動
す
る
唯
一の
N
G
O
で
し
た
。陸
路

の
移
動
が
危
険
な
た
め
、ド
グ
ド
レ
に
入
る
手
段

は
飛
行
機
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。昨
年
、ド

グ
ド
レ
の
M
S
F
チ
ー
ム
は
７
回
も
の
事
件
に

遭
っ
た
た
め
、徐
々
に
人
員
を
減
ら
し
、10
月
に
は

外
国
人
派
遣
ス
タ
ッ
フ
を
す
べ
て
引
き
揚
げ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。緊
急
医
療
な
ど
最
小

限
の
活
動
は
現
地
ス
タ
ッ
フ
が
遠
隔
か
ら
指
示
を

受
け
て
維
持
し
ま
し
た
。今
年
に
入
っ
て
治
安
が

改
善
さ
れ
、新
た
に
国
際
チ
ー
ム
を
送
り
込
む
こ

と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、南
西
部
の
ゴ
レ
で
は
、年
間
約
2
万
件
の

診
療
、約
5
千
人
の
入
院
患
者
を
受
け
入
れ
る
病

院
で
援
助
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
大

規
模
な
活
動
を
維
持
し
な
が
ら
緊
急
時
の
対
応

に
備
え
る
の
も
難
し
い
務
め
で
す
。昨
年
、南
西
部

で
は
、は
し
か
の
ま
ん
延
、髄
膜
炎
の
発
生
警
報
、

中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
か
ら
新
た
に
5
千
人
の
難

民
が
到
着
、と
い
う
3
つ
の
緊
急
事
態
が
発
生
し

ま
し
た
。ま
た
2
月
に
は
首
都
ン
ジ
ャ
メ
ナ
が
反
政

府
勢
力
に
襲
撃
さ
れ
た
た
め
、外
科
チ
ー
ム
を
送

り
、1
2
6
人
の
負
傷
者
を
治
療
し
ま
し
た
。

　̶

今
後
、チ
ャ
ド
に
お
い
て
必
要
な
援
助
と
は
？

　

こ
の
不
安
定
な
国
、チ
ャ
ド
に
お
い
て
は
、常
に

緊
急
事
態
が
起
こ
り
え
ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
新
た
に
約
1
万
6
千
人
の
中

央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
か
ら
の
難
民
が
国
境
近
く

の
村
に
到
着
し
て
い
ま
す
。M
S
F
は
診
療
所
を

立
ち
上
げ
、予
防
接
種
を
行
い
、1
日
あ
た
り
11

万
ト
ン
の
飲
用
水
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ン
ジ
ャ
メ
ナ
か
ら
ゴ
レ
に
か
け
て
の
西
部
地
域
で

は
髄
膜
炎
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、感
染
を

監
視
す
る
体
制
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。現
在
4

つ
の
地
域
で
2
歳
か
ら
30
歳
ま
で
の
約
11
万
人

に
予
防
接
種
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、援
助
ニ
ー
ズ
を
発
見
し
て
直
ち
に

新
た
な
活
動
を
開
始
で
き
る
の
は
、M
S
F
の

特
色
で
あ
る
独
立
性
の
賜
物
で
す
。一
国
の
政
府

が
外
国
政
府
や
国
際
機
関
に
よ
る
援
助
を
得
る

に
は
長
い
審
査
を
経
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

M
S
F
が
チ
ャ
ド
東
部
で
の
活
動
に
公
的
機
関

か
ら
の
資
金
を
一
切
充
て
て
い
な
い
の
は
、各
国
政

府
が
関
係
す
る
治
安
維
持
活
動
と
一
線
を
画
し
、

独
立
を
保
つ
た
め
で
す
。M
S
F
の
活
動
を
信

頼
し
、日
頃
か
ら
支
え
て
く
だ
さ
る
皆
様
に
改
め

て
感
謝
し
、今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
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＜写真＞
上：2007年、チャド東部で 武装勢力の襲撃を逃れて故郷をあとにした人びと
右上：ドグドレの栄養治療センターで体重測定を受ける子ども
右下：木の枝で仮住まいを造る避難民の女性



　

経
済
的
な
利
権
争
い
と
民
族
対
立
、さ
ら
に
は
周
辺

国
の
介
入
が
絡
み
あ
っ
た
複
雑
な
紛
争
が
続
く
、コ
ン
ゴ

民
主
共
和
国
。と
く
に
東
北
部
の
オ
ー
・
ウ
エレ
地
方
で

は
、2
0
0
8
年
末
か
ら
一
般
の
人
び
と
が
攻
撃
対
象

と
な
る
事
態
が
深
刻
化
し
、出
口
の
見
え
な
い
人
道
的

危
機
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
・
ウ
エレ
地
方
で
暴
力
を
は
た
ら
い
て
い
る
の
は
、

隣
国
ウ
ガ
ン
ダ
か
ら
来
た
反
政
府
組
織
で
、こ
れ
ま
で
に

数
百
人
の
住
民
を
殺
害
し
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。と
く

に
昨
年
12
月
25
日
前
後
の
攻
撃
で
、こ
の
地
方
全
体
で

18
万
人
が
家
を
失
い
ま
し
た
。証
言
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、想
像
を
絶
す
る
暴
力
が
横
行
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、人
び
と
を
保
護
す
る
た
め
の
措
置
は
ほ
と
ん
ど

取
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
一
方
、昨
年
後
半
に
戦
闘
が
激
し
く
な
り
、百
万
人
を

超
す
人
び
と
が
避
難
を
強
い
ら
れ
て
い
た
南
北
キ
ブ
州

昼ごろ、教会から突然叫び声が聞こえてきまし
た。

何が起こったのか見に行くと、悪夢のような出
来事が

起こっていました。

私からたった数メートル離れたところで、2人の
武装した

男が父の頭を棍棒で砕きました。即死状態でし
た。

私は恐怖でまったく動けなくなり、茂みに隠れ
ていました。

男たちがその場を離れたので、身を隠しながら
さらに

近づくと、大勢の武装した男が教会を包囲して
いました。

村人は草むらのなかへ連れて行かれ、頭を殴ら
れて次々に

殺されました。斧や刃物で殺された人もいまし
た。

誰ひとり容赦されることなく、子ども、乳児、妊
婦、老人に

いたるまで、60人以上がみな殺されました。

私にはなにもできませんでした。

―オー・ウエレ地方の男性 M.B.

2008年12月24日、クリスマス前日にあった襲撃に
ついて

©
M
arcus Bleasdale / VII

で
は
、今
年
に
入
っ
て
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

大
規
模
な
戦
闘
は
減
っ
た
も
の
の
、小
競
り
合
い
、村
へ々

の
襲
撃
は
続
い
て
お
り
、人
び
と
は
絶
え
ず
避
難
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。コ
ン
ゴ
に
お
け
る
M
S
F
の
活
動
責
任

者
は
、「
一
般
市
民
が
毎
日
の
よ
う
に
レ
イ
プ
、虐
殺
、略

奪
な
ど
の
暴
力
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。暴
力
を
受
け

た
後
、治
療
を
求
め
て
M
S
F
の
病
院
に
や
っ
て
来
る
被

害
者
は
数
多
く
、こ
の
地
域
に
お
け
る
私
た
ち
の
活
動
は

不
可
欠
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

極
度
に
不
安
定
な
治
安
状
況
の
な
か
で
、M
S
F
が

襲
撃
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、援
助
活
動
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。暴
力
の
犠
牲
と
な
る
人
び
と
の
傍
ら
に
で

き
る
だ
け
留
ま
り
、そ
の
苦
し
み
を
和
ら
げ
る
こ
と
と
、自

ら
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
。紛
争
地
で
の
人
道
援
助

活
動
に
常
に
伴
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
つ
つ
、M
S
F
は一
人

で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
、活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
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「みなで楽しく
祝うはずの日が、
恐怖の日と
なってしまった」



「オー・ウエレ地方の人びとは、激しい苦しみ

を経験しています。多数の村人が殺害され、誘

拐されました。人びとは常に新たな襲撃の不

安におびえながら生活しています。

　森の中で数週間、あるいは数ヵ月もの間、悪

夢のような環境で拘束された後に逃げてきた

人たちは、皆ショック状態に陥っていました。

時には話すこともできないほどでした。肉親

が会っても当人だとわからない場合がしばし

ばありました。」

―MSFの心理療法士、ロール・ウォルマーク

©
Vanessa Vick

©
Sarah Elliott

MSFは、コンゴ各地の病院や診療所で、外科治
療や基礎医療、産科医療を提供している。また遠
隔地の村での移動診療、避難民キャンプでの水・
衛生環境の整備、コレラなどの感染症対策、性暴
力の被害者の治療、心的外傷を負った人びとへ
の心理ケアの提供なども主要な活動となってい
る。治安状況の悪化のため、MSFのほかに援助
を提供する団体がいない地域も多い。

　
「
神
の
抵
抗
軍
」は
、コ
ン
ゴ
の
隣
国
ウ
ガ
ン
ダ
か
ら

来
た
反
政
府
組
織
で
、村
々
を
襲
っ
て
住
民
を
殺
害

し
、若
者
や
子
ど
も
を
連
れ
去
っ
て
い
る
。左
の
写
真

の
男
性
ベ
ト
ラ
ン
ド・バ
ン
ベ
は
、「
神
の
抵
抗
軍
」の
兵

士
に
鉈
で
襲
わ
れ
た
が
、死
ん
だ
も
の
と
し
て
そ
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
一
命
を
取
り
留
め
た
。彼
は
そ
の
襲
撃

で
家
族
7
人
を
失
い
、現
在
は
ド
ゥ
ン
グ
病
院
で
治
療

を
受
け
て
い
る
。

　

ド
ゥ
ン
グ
の
北
部
で
は
車
で
の
移
動
は
あ
ま
り
に
危

険
な
た
め
、M
S
F
は
襲
撃
を
受
け
た
地
域
に
小
型

飛
行
機
で
向
か
い
、救
急
医
療
の
提
供
と
重
傷
患
者

の
搬
送
を
行
っ
て
い
る
。し
か
し
攻
撃
が
あ
ま
り
に
激

し
い
た
め
、生
存
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
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難
民
・
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
人
口
の
8
割
が
女

性
と
子
ど
も
で
占
め
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

あ
る
。家
族
を
養
う
た
め
、女
性
は
過
重
な
労
働
を

担
う
こ
と
に
な
り
、健
康
を
害
す
る
危
険
は
非
常
に

高
く
な
る
。

　

特
に
妊
娠
中
の
女
性
に
と
っ
て
は
、医
療
を
受
け

る
機
会
が
減
る
こ
と
は
致
命
的
で
、紛
争
地
に
お
け

る
妊
産
婦
死
亡
率
は
驚
く
べ
き
高
さ
に
達
す
る
。

　

避
難
中
で
あ
っ
て
も
、出
産
を
待
つ
女
性
が
産
科

医
療
を
受
け
、必
要
な
場
合
に
は
救
急
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、M
S
F
は
コ
ン
ゴ
東
部
の
各
地
で

外
科
・
産
科
医
療
を
提
供
し
て
い
る
。

「このマシシ病院まで来るのに、歩いて6時間かかりました。途

中、赤ちゃんが動かなくなったのでとても心配でした。でも、こ

こまで来ることができてよかったです。病院に行くのが遅く

なって、途中で死んでしまう女性が多くいるのです。

　私は、子どもが欲しくて結婚しました。私自身は読み書きは

できませんが、子どもたちには、どんなに苦労をしても必ず教

育を受けさせます。そして大きくなったら、きちんと自立でき

るようになってほしいです。

　戦争には、すべての人が苦しめられています。うちでも、兵士

たちに山羊を盗まれ、家を焼かれました。」

―マシシ病院で、初めての出産を控えた女性、フラハ（18歳）

コンゴ民主共和国



50度に達する暑さの中、食糧配給を受けるために列を作って待つ避難民の女性たち

　

ア
フ
リ
カ
で
最
も
広
大
な
国
ス
ー
ダ
ン
で
は
現
在
、南
北

で
二
つ
の
人
道
的
危
機
が
進
行
し
て
い
ま
す
。避
難
生
活

を
送
る
人
の
数
は
、5
8
0
万
人
。世
界
最
多
の
国
内
避

難
民
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
西
部
の
ダ
ル
フ
ー
ル
地
方
で
は
、2
0
0
3
年
に
起

き
た
紛
争
が
、武
装
勢
力
の
細
分
化
と
対
立
構
造
の
複

雑
化
に
よ
り
泥
沼
に
陥
っ
て
い
ま
す
。ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の

爆
撃
と
地
上
部
隊
に
よ
る
残
虐
な
襲
撃
で
、こ
れ
ま
で
に

30
万
人
以
上
が
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。生
き
残
っ
た
人

も
、焦
土
と
化
し
た
村
か
ら
徒
歩
や
ロ
バ
で
移
動
し
、少
し

で
も
安
全
な
場
所
で
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。「
世
界
最
悪
」と
も
言
わ
れ
る
こ
の
危
機
に
対
し
て

は
80
以
上
の
団
体
が
援
助
活
動
を
実
施
し
、M
S
F
も

2
千
人
近
い
ス
タ
ッ
フ
を
動
員
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
年
3
月
、国
際
刑
事
裁
判
所
か
ら
バシ
ル
大

統
領
に
対
し
て「
人
道
に
対
す
る
罪
」の
容
疑
で
逮
捕
状

が
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、ス
ー
ダ
ン
政
府
は
M
S
F
を
含

む
援
助
団
体
に
ダ
ルフ
ー
ル
で
の
活
動
を
禁
じ
る
と
い
う
暴

挙
に
出
ま
し
た
。住
民
の
最
低
限
の
生
活
が
援
助
団
体
の

活
動
に
支
え
ら
れ
て
い
る
現
状
で
は
、こ
の
措
置
に
よ
り
深

刻
な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、20
年
も
の
間
内
戦
が
続
い
た
南
部
で
は
、

2
0
0
5
年
に
和
平
が
成
立
し
た
後
も
、人
び
と
は
極

度
に
困
難
な
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。内
戦
に
よ
り

2
0
0
万
人
が
命
を
落
と
し
、4
0
0
万
人
が
家
を
失

い
ま
し
た
。和
平
の
成
立
後
、故
郷
に
戻
る
人
び
と
が
増

え
て
い
ま
す
が
、医
療
は
ほ
と
ん
ど
受
け
ら
れ
な
い
中
、子

ど
も
た
ち
は
栄
養
失
調
、髄
膜
炎
、は
し
か
、コレ
ラ
、マ
ラ

リ
ア
な
ど
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
石
油
が
豊
富

な
土
地
で
は
、今
も
緊
張
が
続
い
て
い
ま
す
。戦
闘
が
起
き

る
た
び
に
死
傷
者
が
発
生
し
、数
万
人
規
模
の
住
民
が
避

難
す
る
事
態
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ス
ー
ダ
ン
の
危
機
が
長
引
く
に
つ
れ
、世
界
の
人
び
と
は

そ
の
存
在
に
慣
れ
て
し
ま
い
、深
刻
さ
も
忘
れ
去
ら
れ
が
ち

で
す
。し
か
し
今
こ
そ
、絶
望
的
な
状
況
を
生
き
抜
こ
う

と
す
る
人
び
と
の
姿
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

夫と子ども4人とともに、町から森へ、森からキャンプへ、そしてキャンプから
さらに別の場所へと、これまでに避難を8回繰り返しました。そのたびに、持ち物は
少なくなります。このような生活には、疲れ果てました。でも、急いで逃げなければ、
殺されます。子どもたちも一緒に殺されます。もう、怒ることすらできません。
怒りを感じても、何もできないのです。

―ダルフール地方の避難民キャンプで暮らす女性、ファティマ
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「もう、怒ることすらできません。
怒りを感じても、何もできないのです。」　スーダン



スーダン
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弟のスアドを背負ったトマ

　

2
0
0
5
年
、難
民
の
少
女
ト
マ（
8
歳
）は
、

M
S
F
が
難
民
キ
ャ
ン
プ
内
に
設
け
た
栄
養
治
療
セ

ン
タ
ー
に
、栄
養
失
調
の
弟
を
毎
日
連
れ
て
き
て
い

た
。そ
し
て
治
療
用
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
た
後
、母
親
の

待
つ
テ
ン
ト
へ
と
連
れ
帰
っ
て
い
く
の
だ
っ
た
。

　

4
年
が
経
っ
て
何
か
が
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

今
で
も
、ダ
ル
フ
ー
ル
出
身
の
数
十
万
の
子
ど
も
た

ち
は
、恐
怖
と
不
安
、そ
し
て
故
郷
に
帰
る
こ
と
へ
の
わ

ず
か
な
希
望
と
と
も
に
、避
難
生
活
を
続
け
て
い
る
。

©
Roger Turesson

「ダルフールでは、女性たちがキャンプの
外へ薪を集めに行きますが、この仕事は無
法者たちによるレイプや暴力の危険と常
に隣合わせです。男性が薪を集めに行く
と、最悪の場合殺されてしまうので女性が
行っているのです。
　いつの時代でもそうですが、紛争の犠牲
者の多くは女性と子どもたちです。」

―MSFのロジスティシャン、小口隼人

©
A
vril Benoît  / M

SF
「過去４年間で、ダルフールの状況は変わっ
ていないどころか、悪くなっています。避難
民キャンプの生活環境はさらに厳しくなり、
一般の人にとっても治安の悪化が大きな問
題になっています。人びとは恐怖のなかで生
きています。」

―MSFの活動責任者、バヌ・アルトゥンバス

MSFは1979年よりスーダンで活動している。南
部では、基礎医療、外科治療、栄養治療、産科医
療、予防接種、感染症対策などを提供している。北
西部のダルフール地方でも、避難民キャンプを含
む各地で大規模な活動を展開し、50万人に医療・
人道援助を提供してきたが、今年3月以降、活動規
模の大幅な縮小を余儀なくされている。

　

紛
争
に
よ
り
長
期
間
に
わ
た
っ
て
避
難
を
強
い
ら

れ
て
い
た
人
び
と
に
と
っ
て
、「
故
郷
」に
帰
る
こ
と

の
で
き
る
喜
び
は
、こ
と
の
ほ
か
大
き
い
。ス
ー
ダ
ン

南
部
で
は
、不
安
定
な
治
安
状
況
が
続
い
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、故
郷
を
目
指
す
人
び
と
の
流
れ
は

後
を
絶
た
な
い
。和
平
合
意
の
成
立
後
、1
2
0
万

人
を
超
す
人
び
と
が
帰
還
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、人
び
と
が
た
ど
り
着
い
た
先
に

は
、住
居
と
な
る
も
の
す
ら
存
在
し
な
い
場
合
も
あ

る
。食
糧
や
水
を
手
に
入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、暮
ら
し
の
再
建
に
は
長
い
時
間
が

か
か
る
だ
ろ
う
。

©
Sven Torfinn
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45
年
以
上
に
わ
た
っ
て
国
内
の
紛
争
状
態
が
続
く
南

米
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
。55
万
人
以
上
が
難
民
と
し
て
国
外
に

逃
れ
、正
式
な
統
計
は
得
ら
れ
な
い
も
の
の
、人
口

4
2
0
0
万
人
の
う
ち
3
0
0
万
人
以
上
が
国
内
で

避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

反
政
府
の
ゲ
リ
ラ
勢
力
、政
府
軍
、政
府
に
支
援
さ

れ
た
民
兵
組
織
、そ
し
て
麻
薬
密
売
組
織
も
加
わ
っ
た

長
年
の
争
い
と
暴
力
が
、多
く
の
人
び
と
の
人
生
に
苦

痛
や
恐
怖
の
経
験
を
刻
み
込
み
、各
勢
力
が
一
般
市
民

を
取
り
込
も
う
と
す
る
た
め
、恐
怖
と
不
安
が
、人
び

と
が
受
け
る
べ
き
保
護
や
援
助
に
対
す
る
希
望
ま
で
も

完
全
に
奪
っ
て
い
ま
す
。ゲ
リ
ラ
に
よ
っ
て
実
質
的
に
制

圧
さ
れ
た
農
村
地
域
で
は
、村
の
襲
撃
、子
ど
も
を
兵

力
に
す
る
た
め
の
誘
拐
、敵
対
勢
力
と
の
共
謀
を
疑
わ

れ
た
末
の
殺
害
な
ど
、暴
力
が
は
び
こ
り
、多
く
の
人
が

家
族
の
安
全
の
た
め
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。武
装
勢
力
に
よ
る
道
路
の
封
鎖
な
ど
情
勢
悪
化
に

よ
っ
て
孤
立
し
た
地
域
で
は
最
低
限
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
も
難
し
く
、中
に
は
国
際
援
助
が
完
全

に
排
除
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
避
難
民
の
特
徴
と
し
て
、目
に
見
え
や

す
い
形
の
集
団
避
難
で
は
な
く
、命
の
危
険
に
迫
ら
れ

た
個
々
の
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
都
市
部
へ
逃
げ
て
い
く
ケ
ー

ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
う
いっ
た
避
難
民

を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
は
存
在
す
る
も
の
の
、ゲ
リ
ラ

と
の
関
連
を
疑
わ
れ
た
り
、残
酷
な
報
復
を
受
け
る
こ

と
を
恐
れ
、避
難
民
登
録
を
た
め
ら
う
人
び
と
も
多
く

い
ま
す
。

　

彼
ら
は
身
元
を
隠
し
た
ま
ま
ス
ラ
ム
に
身
を
潜
め
、生

計
を
な
ん
と
か
立
て
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。劣
悪
な
生
活

環
境
で
、皮
膚
病
、呼
吸
器
系
疾
患
、栄
養
失
調
、精

神
疾
患
に
か
か
る
人
が
多
く
、性
暴
力
を
含
む
暴
力
の

被
害
も
非
常
に
高
い
率
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
民
登
録
の
問
題
や
経
済
的
な
困
窮
の
ほ
か
に

も
、組
織
犯
罪
や
殺
人
な
ど
、都
市
部
で
は
農
村
と
は

ま
た
別
の
形
で
、暴
力
と
恐
怖
の
影
が
人
び
と
を
支
配

し
、医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
て
い
ま
す
。

コロンビアの太平洋沿岸チョコ県エルフトゥーロで、避難生活を送るクリス・エレナ・メナ（中央）とその娘、孫、ひ孫たち

襲撃が始まったとき、私
たちはすべてをあとに置

いて逃げ出し、町に向か
うしか

ありませんでした。移動
しても、どこまでも進ん

でいけるわけではありま
せん。

ふりかえると、私たちは
この旅で３つの「場所」を

巡りました － 旅立つ前
の自宅

を襲った暴力。避難後の
スラムでのみじめな生活

。そしていま、以前は「我
が家」

と呼んでいた場所に戻っ
ても眠れない毎日。

　「避難民」であることか
ら抜け出すことは二度と

できません。それは消せ
ない

烙印であり、生き方その
ものになるのです。

―４人の子の父親である
農夫

コロンビア

「そのときは、この避難
が

終着点のない旅になると
は

思いもしなかった」
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©
Juan C

arlos Tom
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「その診療所は民兵組織が支配し、すべての情報を握ってい
ました。彼らは救急車も運営するし、町での商売や売春も管
理していて、どのバーに何人の娼婦がいるか把握していまし
た。76人の娼婦たちが毎週、性感染症の検査を受けに来まし
た。私は、彼らが性病にかかった女性たちを殺したのを知っ
ていました。顧客に感染させないためです。私たちは検査担
当と相談し、女性たちに感染が見つかっても公式の記録には
一切載せないようにしました。そして、彼女たちが診療所に
来たときに脇に呼んで本当の検査結果を知らせ、なにを置い
てもすぐに逃げるように忠告していたのです。」

―ある農村地域の元医師

「ある日、下の子が泣きながら走ってきて『お

兄ちゃんが食べられちゃう』と言いました。夫

は飛び上がって息子を探しに行きました。武

装した男たちが15歳の息子を縛り、レイプし

ようとしていたんです。夫が助け出しました

が、そのあと男たちが脅しにきました。それ

で、村をあとにしたのです。

　夫はここに来てすぐ病気になって、数ヵ月

で亡くなりました。原因？分かりません。た

だ、寒かったんですよ。いまは９人家族で２つ

のベッドを分け合って暮らしています。でも、

おそろしい孤独を感じます。そう、つまり、『さ

あ、支度をして。ここを出て行こう』と私に

言ってくれる人は誰もいないんです。」

―首都ボゴタ近郊のスラムで暮らす
グラシエラ(仮名・55歳)

©
C
lem
ent Saccom

ani

「町では、飢えに耐えなければなりません。

すべてにお金が必要です。水、家賃、食べも

の…すべてを借りて暮らすこと、給料の支

払いなしに働くことは、ほんとうにつらい

ものです。それに比べたら、この土地はほん

とうにいい。たとえ、人びとが恐怖のなかで

暮らし、つねに誰かが殺されるという噂に

満ちていても。」

―故郷に戻った家族の父親

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
最
大
の
港
町
ブ
エ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ

の
ス
ラ
ム
。港
に
は
積
み
荷
と
し
て
銃
器
や
麻
薬
が

出
入
り
し
、町
で
は
死
因
の
首
位
を「
殺
人
」が
占

め
る
。平
均
寿
命
は
51
歳
、失
業
率
は
70
％
以
上
。

泥
や
草
、ト
タ
ン
、板
な
ど
で
作
っ
た
狭
い
小
屋
が

密
集
す
る
都
会
の
ス
ラ
ム
に
は
、電
気
も
水
道
も
引

か
れ
て
お
ら
ず
、下
水
は
そ
の
ま
ま
子
ど
も
た
ち
や

動
物
が
水
浴
び
す
る
川
に
流
れ
込
む
。M
S
F
の
ス

タ
ッ
フ
は
こ
う
し
た
ス
ラ
ム
の
奥
深
く
ま
で
入
り
込

み
、必
要
な
医
療
を
届
け
て
い
る
。

MSFは1985年からコロンビアにおいて活動し、
国内避難民や、医療へのアクセスの限られている
地域の住民に、基礎医療、暴力の被害者に対する
心理ケア、リプロダクティブ・ヘルス(性と生殖に
関する健康)関連の医療などを提供している。そ
の活動範囲は、都市から農村地域まで、常設の医
療施設での診療からボートやロバで奥地に分け
入る移動診療まで、多岐にわたる。

コロンビア
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私にとって  
「難民・避難民」とは…

難民・避難民への援助にかかわることは、
彼らの持つ人としてのさまざまな面に触れることでもあります。

MSF日本から派遣されたスタッフが、
現場で抱いた思いをご紹介します。

難民キャンプの人たちはどんなに貧しく、苦しくても悲壮感がありません。子
どもを栄養失調にしてしまっても、母親はたくさんの愛情をもって子どもを育
てていて、病院内は明るい雰囲気に包まれています。彼らの精神的な
強さと朗らかさに勇気づけられていました。

（スーダン・看護師）

スタッフはいつも明るくまじめで、一緒に働いている時は彼らが難民で
あることを忘れてしまうほどでした。仕事が一段落した時、お茶やお昼
を出してくれることもあり、みんなで一つの皿を囲んで、手で食べたのは、とっても
良い思い出です。

あるスタッフは、自身も避難民なのに、
生活が苦しいとは一度も口にせず、
よりよい仕事をしようと常に努力し、
食事やお茶にもよく誘ってくれました。
他にも親切な避難民と数多く出会
い、苦境に立たされている人
びとほどたくましく、親切だとい
うことを知りました。

（スーダン・ロジスティシャン）

難民キャンプに住むスタッフは、
MSFの活動に欠かせない仲間で
す。キャンプ内で何かあったときに情
報をくれるのは彼らで、問題解決も
彼らの協力なしにはできません。
（コンゴ民主共和国・助産師）

80代のその老人は独り暮らしで、四肢に障害があり、はって移動していました。コ
ンクリートむき出しの異臭が漂う部屋には、ベッドと小さなトイレがあるだけ。食事
は近所の子どもを大声で呼び、買ってきてもらいます。ある日、部屋を訪問すると、
ドアを開けてくれません。心配して問いただすと、一週間ほど具合が悪く、汚物が
部屋中に散乱しているので私たちを入れられないと言い張りました。何が訪問
看護なのか、自分はここで何をしているのか、この老人のため
に何ができるのか、そもそも何かできるのか、とてつもない無
力感を感じました。

毎晩銃声が続き、私自身の不安が募っていた時、病院スタッフや
近隣の方が「大丈夫だよ、心配しないで」「私たちが守るからね！」と
勇気づけてくれました。一時的にキャンプを離れざるを得なくなったときも
「責任をもって病院を守っているから安心して、落ち着
いたら戻ってきて！」と言われ、MSFと地元の人びとのお互いに必
要とする関係を感じました。

長期の栄養治療を受けて元気になった子どもたちが「手洗いの歌」を作り、治療食の時間
に病室を歌い踊りながら回って、母親や子どもたちに手洗いを促していました。食事前の
手洗いという衛生教育を絶妙なリズム感で表現していて、治療セン
ターの悲壮な雰囲気を明るくしてくれました。

襲撃や略奪によってすべてを失った経験のせいか当初あまり仕事熱心で
なかったスタッフたちが、徐 に々やる気を高め、地域を良くしようという意識が
出てきたときはとても嬉しかった。

MSFの仕事は、難民・避難民が発生する問題の原因の解決で
はなく、彼らの痛みを少しでも和らげること。それにより人
びとの置かれている状況が根本的によくなることはないが、それがな
ければ救える命も救えない。

出口の見えない紛争に直面している避難民たちの現実、
彼らの不安定な日々 、紛争の犠牲になっていった人びと
のことを考えるとやりきれなくなります。

（スーダン・ロジスティシャン）どこに生まれても、生きるうえで大変なこと、辛いこと、うれしいこと、楽しいことはあります。避難
中でも、楽しいこと、うれしいことがなくなるわけではないのです。彼らは戦闘に巻き込ま
れ、家族や友達を失い、重い病気にかかっても、今日を一生懸命生き
ることを大切にしていると感じます。家族、友人で助け合う強い絆を持っています。

戦争、天災から
避難してきたため、
生きるうえで

支援が必要な人。

自分たちの
存在する場が
ない人びと。

絶対に見捨てては
ならない人たち。

ゼロから、もしくは
マイナスからスタート
せざるを得ない人たち。

1日でも早い
紛争の解決を
願っている人びと。

この世の中で、
最も悲しみの
淵にいる人たち。

人間の強さ、優しさを、
本当に感じさせる人たち。

どんな環境であっても、
生きていく強さを
もった人たち。

（スーダン・看護師）
（スーダン・ロジスティシャン）

（スーダン・ロジスティシャン）

（チャド・助産師）

（スーダン・医師）

（リベリア・看護師）

（パレスチナ・看護師）



　
「
昨
日
よ
り
も
キ
ャ
ン
プ
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
」。私
に
と
っ
て
初
と
な
る
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の

活
動
が
始
ま
っ
た
2
0
0
8
年
12
月
5
日
早

朝
、広
大
な
草
原
に
広
が
る
無
数
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー

ト
製
テ
ン
ト
を
前
に
、同
僚
が
言
い
ま
し
た
。難
民

が
流
入
し
始
め
て
ち
ょ
う
ど
一
週
間
、ま
だ
ま
だ

多
く
の
人
び
と
が
国
境
を
越
え
て
い
る
の
で
す
。

　

11
月
末
、コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
か
ら
大
勢
の
難

民
が
国
境
を
越
え
て
ウ
ガ
ン
ダ
に
逃
げ
込
み
ま
し

た
。す
で
に
十
数
年
も
の
間
、コ
ン
ゴ
と
ル
ワ
ン
ダ
を

中
心
と
す
る
地
域
で
は
、複
雑
な
民
族
問
題
な

ど
を
背
景
に
紛
争
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、8
月

か
ら
再
燃
し
て
い
た
反
政
府
勢
力
と
政
府
軍
と

の
戦
闘
が
激
化
し
た
こ
と
で
、数
万
人
の
コ
ン
ゴ

人
が
ウ
ガ
ン
ダ
側
国
境
の
町
イ
シ
ャ
シ
ャ
に
脱
出

し
た
の
で
す
。

　

M
S
F
は
す
ぐ
に
調
査
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、12

月
初
旬
に
は
、イ
シ
ャ
シ
ャ
か
ら
約
25
キ
ロ
の
マ
タ
ン

ダ
一
時
滞
在
キ
ャ
ン
プ
と
約
3
0
0
キ
ロ
東
に
あ

る
ナ
キ
ヴ
ァ
レ
難
民
定
住
地
で
緊
急
医
療
援
助

を
開
始
し
ま
し
た
。10
月
か
ら
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で

別
の
活
動
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
私
も
、急
遽
、ウ

ガ
ン
ダ
へ
と
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
タ
ン
ダ
へ
の
着
任
初
日
、キ
ャ
ン
プ
内
で
コレ
ラ

が
発
生
し
、す
ぐ
に
コレ
ラ
治
療
セ
ン
タ
ー
を
建
設

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、今
回
が

M
S
F
初
参
加
の
私
は
、コレ
ラ
に
対
す
る
恐
怖

心
と
、セ
ン
タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
完
成
さ
せ
る
の
か

見
当
の
つ
か
な
い
状
況
で
、内
心
か
な
り
動
揺
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。幸
い
、水
・
衛
生
管
理
の
専
門

家
が
滞
在
中
だ
っ
た
た
め
、彼
と
現
地
ス
タ
ッ
フ
の

協
力
を
得
て
無
事
に
完
成
し
ま
し
た
が
、私
の
難

民
キ
ャ
ン
プ
で
の
活
動
は
、自
分
の
経
験
不
足
を

痛
感
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

マ
タ
ン
ダ
で
の
活
動
が
落
ち
着
き
始
め
る
と
、

私
は
ナ
キ
ヴ
ァ
レ
に
異
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ち
ょ
う
ど
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
で
、5
時
間
の
移

動
後
に
到
着
し
た
ナ
キ
ヴ
ァ
レ
で
は
、ス
タ
ッ
フ
の

た
め
の
さ
さ
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
ー
の
準
備
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。M
S
F
の
診
療
所
で
働
く
現
地
ス

タ
ッ
フ
は
ほ
と
ん
ど
が
コ
ン
ゴ
や
ル
ワ
ン
ダ
か
ら
の
難

民
で
、大
半
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
す
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
終
了
後
、到
着
早
々
に
ア
メ
リ
カ
人

活
動
責
任
者
の
英
語
ス
ピ
ー
チ
を
フ
ラ
ン
ス
語
に

通
訳
す
る
と
い
う
仕
事
と
長
旅
で
疲
れ
て
ぼ
ん

や
り
し
て
い
た
私
の
耳
に
、突
然
、気
高
い
歌
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。コ
ン
ゴ
人
ス
タ
ッ
フ
の
ノ
エ
ラ

が
、賛
美
歌
の「
グ
ロ
リ
ア
」を
歌
い
始
め
た
の
で

す
。そ
の
強
い
意
志
に
満
ち
た
独
唱
に
つ
ら
れ
、私

を
含
め
、残
っ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
合
唱
し
ま

し
た
。こ
の
時
の
歌
声
は
、今
ま
で
に
聴
い
た
ど
の

グ
ロ
リ
ア
よ
り
も
美
し
く
感
動
的
で
、今
も
耳
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

難
民
で
も
あ
る
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、悲
惨
な
体

験
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。私
に
と
っ
て
最
も

信
頼
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
の
ひ
と
り
で
、在
庫
管
理
を

担
当
す
る
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
は
、大
学
の
哲
学
科
を
卒

業
後
、中
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
イ
ン
テ
リ

で
し
た
。

　

中
学
校
教
師
と
い
う
立
場
の
彼
は
、反
政
府

軍
と
政
府
軍
の
双
方
か
ら
男
子
生
徒
を
兵
士
と

し
て
提
供
す
る
よ
う
に
強
要
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
拒
否
し
続
け
て
い
た
彼
の
家
に
、あ
る
日
、

反
政
府
軍
の
兵
士
が
押
し
入
り
、強
姦
さ
れ
そ

う
に
な
っ
た
妻
を
助
け
よ
う
と
し
た
義
弟
を
妻
の

目
の
前
で
殺
害
し
、続
い
て
、傍
ら
に
い
た
小
さ
な

娘
の
足
に
沸
騰
し
て
い
た
お
湯
を
か
け
て
去
っ
た

そ
う
で
す
。幸
い
娘
の
命
は
助
か
っ
た
も
の
の
、酷

い
ケ
ロ
イ
ド
が
残
り
ま
し
た
。ま
た
、芸
術
学
校
の

校
長
を
し
て
い
た
義
父
も
、同
時
期
に
別
の
武
装

©
M
SF

終わりの見えない紛争に
翻弄される人びと

朝倉恵里子
Eriko Asakura

ロジスティシャン／
アドミニストレーター

15

©
M
SF

集
団
に
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
惨
劇
の
末
、イ
ブ
ラ
ヒ
ム
の
一
家
は
、

着
の
身
着
の
ま
ま
難
民
と
し
て
ウ
ガ
ン
ダ
に
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。自
国
に
帰
れ
る
日
が
来
る
の
か
、

そ
れ
と
も
難
民
と
し
て
第
三
国
出
国
の
途
が
あ

る
の
か
、希
望
が
見
え
ず
、何
も
情
報
が
な
い
不

安
の
中
で
難
民
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

M
S
F
の
重
要
な
活
動
の
ひ
と
つ
に「
証
言
活

動
」が
あ
り
ま
す
。イ
ブ
ラ
ヒ
ム
を
は
じ
め
数
人
の

ス
タ
ッ
フ
や
難
民
が
、自
分
た
ち
の
絶
望
的
状
況

を
日
本
や
世
界
の
人
に
伝
え
て
欲
し
い
と
念
を
お

し
な
が
ら
、忘
れ
が
た
い
苦
し
み
を
私
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。「
R
E
A
C
T
」を
通
じ
て
皆
様

に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、彼
ら
と
の
約
束
の一
端

を
果
た
せ
る
気
が
し
ま
す
。

プロフィール： マレーシア、タイ、ニューカレドニア、フランスでの就業や外資系企業を経て、人道援助に
かかわるため大学院で国際人道法と捕虜問題を中心に国際関係を研究。MSFの活動は今回が初参加。
活動参加のきっかけ： MSFが、より緊急性の高い現場で活動していること、また「証言活動」に重点
をおいていることに強い魅力を感じ、その活動に貢献したいと思ったこと。

ナキヴァレのチームメンバーとともに

―ウガンダのコンゴ難民援助プログラム―



　

ア
フ
リ
カ
で
毎
年
12
月
か
ら
5
月
の
乾
期
に
流

行
し
、多
く
の
命
を
奪
う
髄
膜
炎
。特
に
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
、ニ
ジェ
ー
ル
、チ
ャ
ド
な
ど
の
西
ア
フ
リ
カ
諸
国

で
は
、今
年
は
4
月
ま
で
に
2
千
人
近
い
死
者
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、感
染
が
例
年
以
上
の
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。M
S
F
は
現
地
の
保
健
省
な

ど
と
協
力
し
な
が
ら
対
応
に
あ
た
り
、7
0
0
万

人
以
上
を
対
象
に
過
去
最
大
規
模
の
予
防
接
種

キ
ャ
ンペ
ー
ン
を
開
始
し
ま
し
た
。

髄
膜
炎
と
は

　

髄
膜
炎
と
は
脳
と
脊
髄
を
包
む
髄
膜
の
炎
症

で
、激
し
い
頭
痛
、高
熱
、嘔
吐
、頸
部
の
硬
直
、

光
を
眩
し
く
感
じ
る
な
ど
の
症
状
が
現
わ
れ
、重

症
に
な
る
と
昏
睡
状
態
に
陥
り
ま
す
。ア
フ
リ
カ

で
流
行
す
る
細
菌
性
の
髄
膜
炎
は
特
に
危
険
性

が
高
く
、治
療
を
受
け
な
い
場
合
の
致
死
率
は

50
%
に
上
り
ま
す
。

　

過
去
10
年
で
最
大
の
流
行
に
見
舞
わ
れ
、千

五
百
人
以
上
の
死
者
が
出
て
い
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

で
、M
S
F
は
多
く
の
命
を
守
る
た
め
に
治
療
と

予
防
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

治
療

　
「
ど
の
子
が
髄
膜
炎
の
患
者
か
は
来
て
す
ぐ
に

分
か
り
ま
す
。彼
ら
は
動
く
の
も
い
や
が
り
ま
す
。

光
が
つ
ら
く
て
目
を
閉
じ
、熱
や
痛
み
で
息
が
荒

く
な
っ
て
い
ま
す
。で
も
、治
療
を
受
け
る
と
劇
的

に
変
わ
る
の
で
す
」（
M
S
F
の
看
護
師
）

　

患
者
の
多
く
は
発
症
し
て
数
日
で
死
に
至
る

た
め
、髄
膜
炎
の
治
療
に
は
迅
速
な
対
応
が
重
要

で
す
。し
か
し
治
療
は
ご
く
単
純
で
、衰
弱
の
著
し

い
患
者
が
抗
生
物
質
を
1
回
服
用
し
た
だ
け
で

2
、3
時
間
で
回
復
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
は
医
療
シ
ス
テ
ム
が
良
好
に
機
能
し
て

い
て
、髄
膜
炎
専
用
の
救
急
医
療
施
設
を
新
た
に

設
置
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
、M
S
F
は
、小

さ
な
地
域
の
診
療
所
で
も
常
に
適
切
な
治
療
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
最
優
先
課
題
と
し
、そ
の
サ

ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

予
防
接
種

　

感
染
者
数
が一
定
の
割
合
に
達
し
た
地
域
で
は
、

集
団
予
防
接
種
を
展
開
し
ま
す
。通
常
、2
歳
か

ら
30
歳
の
住
民
す
べ
て
に
接
種
を
行
い
ま
す
。こ
の

予
防
接
種
は
1
歳
以
下
の
子
ど
も
に
は
適
さ
ず
、

30
歳
以
上
は
感
染
率
が
低
い
た
め
で
す
。

  

予
防
接
種
は
、接
種
担
当
者
1
人
あ
た
り
1

分
間
に
6
人
と
い
う
早
いペ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
す
。

数
多
く
の
人
に
確
実
に
接
種
を
行
う
に
は
、住

民
に
対
す
る
事
前
の
呼
び
か
け
か
ら
始
ま
り
、必

要
物
資
の
輸
送
と
安
全
な
廃
棄
物
管
理
、当
日

の
接
種
会
場
で
の
誘
導
な
ど
、大
規
模
な
手
配

が
必
要
で
す
。ワ
ク
チ
ン
は
接
種
の
直
前
ま
で
2

〜
8
度
の
低
温
に
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、冷
凍
庫
や
冷
蔵
庫
な
ど
を
備
え
た
コ
ー
ル
ド

チ
ェ
ー
ン（
低
温
輸
送
体
系
）も
確
保
し
ま
す
。

　

予
防
接
種
を
受
け
た
人
は
感
染
か
ら
3
年
間

守
ら
れ
ま
す
。現
在
、よ
り
効
果
が
長
く
、1
歳

以
下
の
子
ど
も
に
も
使
え
る
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
の

導
入
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
に
よ
っ
て
壊
滅
的

な
流
行
に
終
止
符
を
打
て
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。そ
の
日
が
来
る
ま
で
は
、こ
の
よ
う
な
対
策
が

引
き
続
き
多
く
の
命
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

髄膜炎の感染拡大をくいとめるために
̶ナイジェリア・予防接種を大規模に展開
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髄膜炎は毎年「アフリカ髄膜炎ベルト」と呼ばれる
地域で発生する。

アフリカ
髄膜炎ベルト

ナイジェリア
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性
暴
力
は
、多
く
の
場
合
、被
害
を
受
け
た

人
の
人
生
を
、そ
れ
以
前
と
後
で
ま
っ
た
く
違

う
も
の
に
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。2
0
0
7
年
に

M
S
F
は
世
界
各
地
の
1
2
7
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
て
1
万
2
7
9
1
人
、1
日
あ
た
り
約

35
人
も
の
性
暴
力
の
被
害
者
を
治
療
し
ま
し

た
。い
う
ま
で
も
な
く
、こ
の
数
字
は
被
害
の
実

態
の
ほ
ん
の
一
部
で
あ
り
、性
暴
力
被
害
者
の

数
は
現
在
世
界
で
数
百
万
人
に
の
ぼ
る
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

M
S
F
は
今
年
3
月
の
国
際
女
性
の
日
に

合
わ
せ
、「
砕
け
散
っ
た
生
活
―
性
暴
力
被
害

者
が
切
実
に
必
要
と
す
る
緊
急
医
療
ケ
ア
」と

題
す
る
報
告
書
を
発
表
し
ま
し
た
。被
害
者
の

治
療
活
動
の
経
験
と
医
療
上
の
観
点
か
ら
、被

害
後
の
緊
急
治
療
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

身
体
と
心
に
残
る
深
刻
な
傷

　

暴
力
的
な
性
行
為
は
外
傷
を
残
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。性
器
や
肛
門
の
裂
傷
、慢
性
骨
盤
痛

や
、ひ
ど
い
ケ
ー
ス
で
は
性
器
の
傷
が
フ
ィ
ス
チ
ュ
ラ

（
※
1
） 

と
な
り
、女
性
の
生
活
を
壊
し
、差
別
や

疎
外
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、暴
力
や
脅
迫
に
よ
っ
て
強
制
的
に
行
わ
れ

る
性
行
為
は
、通
常
の
性
交
渉
に
比
べ
て
性
器
を

傷
つ
け
、H
I
V
な
ど
の
性
感
染
症
に
か
か
る
リ
ス

ク
が
高
く
な
り
ま
す
。身
体
が
未
熟
な
子
ど
も
が

被
害
を
受
け
た
場
合
の
リ
ス
ク
は
さ
ら
に
甚
大
で

す
。目
に
見
え
る
症
状
が
出
な
い
ま
ま
骨
盤
に
炎

症
を
引
き
起
こ
し
、不
妊
に
つ
な
が
る
性
感
染
症

も
あ
り
ま
す
。レ
イ
プ
に
よ
っ
て
妊
娠
し
、危
険
な
中

絶
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
女
性
も
い
ま
す
。

　

心
理
的
な
後
遺
症
も
重
大
で
す
。被
害
を

避
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
自
ら
を
責
め
、無
力

感
に
陥
っ
た
り
、人
間
関
係
を
う
ま
く
築
け
な

く
な
っ
た
り
、P
T
S
D 
（
※
2
） 

に
長
く
苦

し
む
被
害
者
も
い
ま
す
。

緊
急
治
療
で
癒
せ
る
傷
が
あ
る

　

被
害
者
の
苦
し
み
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に

は
、緊
急
の
医
療
ケ
ア
が
必
要
で
す
。72
時
間
以

内
に
投
与
を
開
始
す
れ
ば
H
I
V
感
染
を
防
げ

る
抗
ウ
イ
ルス
薬
が
あ
り
ま
す
。そ
の
他
の
性
感
染

症
も
抗
生
物
質
で
予
防
・
治
療
が
で
き
ま
す
。B

型
肝
炎
や
破
傷
風
の
予
防
接
種
も
必
要
で
す
。

1
2
0
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
、ピ
ル
に
よ
る
事
後

の
緊
急
避
妊
も
可
能
で
す
。心
理
ケ
ア
を
早
期
に

開
始
す
る
こ
と
も
ト
ラ
ウ
マ
の
予
防
に
有
効
で
す
。

安
心
し
て
受
診
し
て
も
ら
う
た
め
に

　

M
S
F
は
性
暴
力
を
受
け
た
女
性
、男
性
、子

ど
も
た
ち
に
、包
括
的
な
医
療
ケ
ア
と
サ
ポ
ー
ト
を

提
供
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
は
、被
害
が
知
ら
れ
て
社
会
や
家

庭
の
中
で
居
場
所
を
失
う
こ
と
や
、報
復
や
罰

を
受
け
る
こ
と
を
恐
れ
て
口
を
閉
ざ
し
ま
す
。ま

た
、治
安
情
勢
や
医
療
・
法
制
度
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、医
療
機
関
に
赴
く
こ
と
や
、性
暴
力
を
犯

罪
と
し
て
届
け
出
る
こ
と
が
困
難
な
地
域
も
多

く
あ
り
ま
す
。M
S
F
は
、医
療
施
設
の
設
計
や

診
断
シ
ス
テ
ム
、被
害
を
証
明
す
る
診
断
書
の
作

成
・
保
管
な
ど
に
万
全
の
配
慮
を
講
じ
て
、性
暴

力
被
害
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

性
暴
力
は
、人
命
と
健
康
を
脅
か
す
人
道

的
危
機
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。M
S
F
は
、被

害
を
受
け
た
す
べ
て
の
人
が
迅
速
に
治
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、広
く
社
会
の
取
り
組
み
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

 

性暴力が被害者の人生に残す傷
̶７２時間以内の治療でその苦しみをやわらげたい
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（
※
1
）フ
ィ
ス
チ
ュ
ラ
―
長
時
間
の
難
産
や
レ
イ
プ
な
ど
に
よ
っ
て

膣
か
ら
膀
胱
ま
た
は
腸
に
貫
通
す
る
穴
が
形
成
さ
れ
、便
や
尿
の

漏
出
が
お
き
る
。

（
※
2
）P
T
S
D
―
心
的
外
傷
後
ス
ト
レス
障
害
。強
い
衝
撃
や
恐

怖
の
経
験
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、つ
ら
い
記
憶
の
フ
ラ
ッ
シ
ュバッ
ク
や

不
安
、孤
立
感
、感
情
の
麻
痺
、睡
眠
障
害
等
の
症
状
が
表
れ
る
。

ブルンジでMSFが運営する性暴力被害者の治療センターで、性感染症の予防注射を受ける
８歳の少女。父親に２度レイプされた。血液検査も行うが、HIV感染の有無は経過を３ヵ月
見ないと確定できない。

「お腹の子がHIVに感染したのではないかと不安にかられます。悲しくて、何もする気になりま
せん。仕立ての仕事で身を立ててきましたが、レイプのあと、お客さんもまったく来なくなって
しまいました」（ブルンジの22歳の女性）
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明日への活力源になったできごと・・・。
日本から海外のフィールドに派遣されたスタッフに、
それぞれの現地でのストーリーを聞いてみました。
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（
江
藤
俊
浩
／
ロ
ジ
ス
テ
ィ
シ
ャ
ン
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

の
参
加
し
た
活
動
は
、ケ
ニ
ア
で
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
。主

に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
母
子
感
染
予
防
と
栄
養

改
善
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、巡
回
先
の
施
設
に
60
代
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ

陽
性
、栄
養
状
態
も
悪
い
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
い

う
女
性
が
入
院
し
ま
し
た
。身
体
状
況
は
、発

熱
38
度
5
分
、両
足
は
む
く
み
、歩
く
の
も

や
っ
と
で
水
さ
え
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

血
液
デ
ー
タ
か
ら
も
著
し
い
貧
血
状
態
。現
地

語
し
か
話
せ
な
い
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
は
、現
地
ス

タ
ッ
フ
と
は
話
せ
ま
す
が
、私
と
は
話
せ
ま
せ

ん
。私
は
、お
ぼ
つ
か
な
い
現
地
語
と
身
振
り

手
振
り
で
彼
女
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
、医
師
と
と
も
に
治
療
を
進
め
て
い
き
ま

し
た
。後
日
、彼
女
は
経
過
が
順
調
だ
っ
た
の

で
数
日
で
退
院
し
た
、と
い
う
報
告
を
現
地
ス

タ
ッ
フ
か
ら
受
け
ま
し
た
。

　

1
ヵ
月
ぐ
ら
い
経
っ
た
あ
る
日
、再
び
そ
の

施
設
を
巡
回
で
訪
れ
た
と
こ
ろ
、彼
女
は
自
分

の
診
察
日
で
は
な
い
の
に
私
を
待
っ
て
い
て

く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
パ
パ
イ
ヤ
を
２
つ
差
し

出
し
、少
し
ふ
っ
く
ら
し
た
笑
顔
で
言
い
ま
し

た
。「
ラ
フ
ィ
キ
・
ヤ
ン
グ（
私
の
友
達
）、ユ

ミ
！　

こ
こ
に
来
れ
ば
い
つ
か
ユ
ミ
に
会
え

る
と
思
っ
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
」。
近
況

を
聞
く
と
、今
は
両
足
の
む
く
み
も
な
く
、歩

行
状
況
も
問
題
な
く
、食
事
も
摂
れ
る
よ
う
に

な
り
、仕
事
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。彼
女
が
私
に
差
し
出
し
て
く
れ
た
パ

パ
イ
ヤ
は
、大
き
く
て
少
し
不
恰
好
で
し
た
。

で
も
、今
ま
で
こ
ん
な
甘
い
パ
パ
イ
ヤ
を
食
べ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
、あ

な
た
も「
ラ
フ
ィ
キ
・
ヤ
ン
グ
」で
す
。

私

フ
リ
カ
西
部
に
あ
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

は
産
油
国
だ
。そ
の
た
め
僕
の
赴
任
し

た
貧
し
い
田
舎
町
で
も
、い
た
る
と
こ
ろ
に

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
あ
り
、ト
ラ
ッ
ク
や

乗
用
車
も
多
い
。し
か
し
最
も
多
く
の
人
が

利
用
し
て
い
る
の
は
バ
イ
ク
だ
。普
通
の

2
5
0
c
c
型
の
バ
イ
ク
で
、た
い
て
い
中

国
製
。で
も
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
は
あ
ま
り

1
人
乗
り
は
し
な
い
。2
人
乗
り
、3
人
乗

り
、あ
る
い
は
2
人
＋
ヤ
ギ
1
匹
乗
り
な
ど

と
て
も
経
済
的（
？
）に
使
う
。ス
ー
ツ
を
着

た
男
性
が
自
分
の
前
後
に
2
人
ず
つ
子
ど
も

を
乗
せ
て（
つ
ま
り
合
計
5
人
乗
り
）通
勤
し

て
い
る
の
も
見
た
・・・
。も
ち
ろ
ん
ヘ
ル
メ
ッ

ト
な
ん
て
し
て
な
い
。危
な
い
。当
然
交
通
事

故
も
多
い
。あ
る
日
僕
が
徒
歩
で
帰
宅
し
よ

う
と
す
る
と
、あ
る
ス
タ
ッ
フ
が「
オ
レ
が

送
っ
て
や
る
よ
！
」と
バ
イ
ク
に
乗
せ
て
く

れ
た
。僕
は
サ
ン
ダ
ル
履
き
で
、し
か
も
バ
イ

ク
に
乗
る
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
。ち
ょ
っ

と
冷
や
冷
や
し
た
け
れ
ど
、ア
フ
リ
カ
の
大

地
を
風
を
切
り
な
が
ら
バ
イ
ク
で
突
っ
走
る

の
は
と
て
も
爽
快
な
体
験
だ
っ
た
。

ア

年
、イ
エ
メ
ン
北
部
の
ラ
ゼ
地
区
に
あ

る
、内
戦
で
荒
廃
し
た
病
院
を
建
て
直

し
て
運
営
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し

た
。病
院
が
あ
る
の
は
山
の
中
腹
の
町
で
標
高

二
千
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。景
色
が
よ
く
気
候
も
快

適
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
の
前
任
者
が
離
任
す
る
直
前
に
、近
隣
住

民
を
集
め
て
病
院
の
新
し
い
排
水
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。以
前
は

ト
イ
レ
を
含
め
て
す
べ
て
の
排
水
を
一
緒
く

た
に
外
部
へ
排
出
し
て
い
た
た
め
、井
戸
水
に

ト
イ
レ
の
排
水
が
混
入
し
て
と
て
も
不
衛
生

な
状
態
だ
っ
た
の
で
す
。そ
れ
を
排
水
の
系
統

を
分
け
て
、ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
病
院
内
で
処

理
し
、そ
の
他
は
簡
易
浄
化
槽
を
経
由
さ
せ
て

か
ら
外
部
へ
排
出
す
る
よ
う
に
改
造
し
ま
し

た
。こ
の
改
造
に
あ
た
っ
て
は
、高
価
な
設
備

を
導
入
し
た
わ
け
で
も
複
雑
な
こ
と
を
し
た

わ
け
で
も
な
く
、M
S
F
の
衛
生
分
野
の
ハ
ン

昨

ド
ブ
ッ
ク
に
従
っ
て
な
さ
れ
た
、と
て
も
シ
ン

プ
ル
で
廉
価
な
工
事
で
す
。

　

住
民
の
方
々
は
説
明
を
聞
い
て
た
い
へ
ん

喜
び
、「
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
な
ん

で
も
言
っ
て
く
だ
さ
い
」、「
な
ん
で
も
協
力
し

ま
す
」と
口
々
に
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。私
は

着
任
し
た
ば
か
り
で
ま
だ
何
も
し
て
お
ら
ず
、

面
映
か
っ
た
の
で
す
が
、前
任
者
は
と
て
も
満

足
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

積
み
重
ね
の
お
か
げ
で
、私
の
そ
の
後
の
活

動
も
地
域
の
理
解
を
得
て
円
滑
に
遂
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
人
道
援
助
団
体
の

実
践
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
き
た
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
の
技
術
の
有
用
性
を

実
感
す
る
と
と
も
に
、私
も
こ
の

よ
う
に
喜
ば
れ
る
活
動
を
続
け

た
い
と
感
じ
、今
後
の
活
動
の

糧
に
な
っ
た
で
き
ご
と
で
す
。

（
狩
森
由
美
子
／
看
護
師
）

（
南
希
成
／
小
児
科
医
）

フィールド・ストーリーズ
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写真前列左より：菅原由佳、井田覚、黒﨑伸子、久留宮隆　後列左より：田中躍、アラン・フレデーグ、加藤寛幸

名知仁子

中川崇

ディディエ・
ドゥキャトル

フレデリック・
ヴァラ

ウニョン・コー

ジル・デルマス

井田 覚

黒﨑 伸子

久留宮 隆

田中 躍

フレデリック・ヴァラ

ジル・デルマス

ディディエ・ドゥキャトル

アラン・フレデーグ

加藤 寛幸

ウニョン・コー

名知 仁子

中川 崇

菅原 由佳

菅村 洋治

会長

副会長

副会長

専務理事

会計役

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

監事

2009年度
国境なき医師団日本 役員

2
0
0
9
年

国
境
な
き
医
師
団
日
本

定
例
総
会

　

3
月
28
、29
日
、東
京
・
恵
比
寿
に
て
、特
定
非
営

利
活
動
法
人 

国
境
な
き
医
師
団（
M
S
F
）日
本

の
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
M
S
F
日
本
の
活
動
に
関
す
る
最
高

の
意
思
決
定
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、海
外
派
遣

ス
タ
ッ
フ
経
験
者
を
中
心
と
す
る
会
員
が
年
に
一

度
集
ま
り
、意
見
を
交
換
す
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

役
員
か
ら
2
0
0
8
年
度
の
事
業
お
よ
び
決
算

報
告
、2
0
0
9
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算

案
の
説
明
が
あ
り
、い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
定
款
に
も
と
づ
き
役
員
選
挙
が
実

施
さ
れ
、理
事
8
名
お
よ
び
監
事
1
名
が
新
た
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
全
員
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
は
、「
援

助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
お
よ
び
終
了
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
経
験
を
交

え
た
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た

中
国
・
四
川
省
の
大
地
震
被
災
地
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

責
任
者
か
ら
被
災
者
の
心
理
ケ
ア
の
活
動
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
、現
地
で
い
か
に
活
動
を
展
開
し
て
いっ

た
か
と
い
う
点
が
、参
加
者
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

©
M
SF

©
M
SF

©
M
SF

©
M
SF



栄養治療、感染症対策
ブルキナファソ

結核治療、基礎医療、
避難民の支援

グルジア

基礎医療、外科治療、
栄養治療、母子保健、

予防接種、避難民の支援

スーダン

HIV/エイズ治療、結核治療
カンボジア

基礎医療、栄養治療、外科治療、
予防接種、避難民の支援

コンゴ民主共和国

難民支援、
外科治療（イラクから搬送される負傷者）

イラン

HIV/エイズ治療、
結核治療、
避難民の支援

ケニア

基礎医療、心理ケア、
母子保健、避難民の支援

コロンビア

心理ケア、HIV／エイズ治療、
結核治療

モロッコ

HIV／エイズ治療
マラウイ

栄養治療
ニジェール

心理ケア、外科治療、
小児科医療

パレスチナ

産婦人科医療、外科治療
チェチェン

結核治療
アルメニア

HIV／エイズ治療、結核治療、
四川大地震被災者の支援

中国

HIV／エイズ治療、感染症対策
ジンバブエ

サイクロン「ナルギス」
被災者の支援

ミャンマー

外科治療、産婦人科医療、
避難民の支援

スリランカ

HIV／エイズ治療、
結核治療、
難民支援

タイ
外科治療
イエメン

海外での救援活動支援費23.2億円は20の国と地域での活動にあてられました。

■2008年度 MSF日本による国・地域別支援実績
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（百万円）

■地域別実績および割合

計23.2億円

アフリカ
10.5億円
45％

中東
5.9億円
27％

コーカサス地方
3.8億円
16％

アジア
2.2億円
9％

中南米
0.8億円
3％

■海外での救援活動支援費

・・・日本から活動資金の送られた国
・・・その他のMSFの活動国・地域
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2008年度 国境なき医師団日本　財務報告
特定非営利活動法人 国境なき医師団（MSF）日本の2008年度財務報告は、あずさ監査法人による会計監査を受け、
3月の定例総会にて承認されました。以下で、2008年度の財務状況の概況をお伝えします。

■総収入および総支出の過去3ヵ年における推移

■総収入 
11万9193名の個人および4205の企業・団体の皆様よりご支援をいただき、総収入は、32億3526万8177円となりました。

財務報告の詳細はMSF日本のウェブサイトでご覧いただけます。
http://www.msf.or.jp/info/financial.html

（百万円）
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1,0771,410 1,532 2,609

1,947 2,182 3,515

2006 2007 2008 増減
（08/07）

事業年度
活動

ソーシャル・ミッション
  -救援活動費
  -広報・証言活動費
募金調達活動費（注）
一般管理費

総計

■総支出額に占める救援事業の各活動費の推移

■財務状況の概況
　2008年度、厳しさを増す経済情勢にもかかわらず、皆様の多大なご支援により、MSF日本
の総収入額は32億3000万円となり、前年同期比で9億2400万円（40%）増加しました。
また総支出額は35億1500万円となり、前年同期比で13億3300万円（61％）増加しまし
た。そのうち23億2000万円を海外での救援活動支援費にあてることができ、その額は前年
同期比で10億円（75％）増加しました。
　当期は総支出が総収入を上回った結果、「当期一般正味財産増減額」は2億8000万円の
マイナスとなりました。その主な要因は、MSFフランスおよびMSFスペインが展開する援助プ
ログラムへの資金提供を強化したことと、ミャンマーのサイクロン「ナルギス」による被害等に
緊急支援を行ったことです。その結果、「一般正味財産期末残高」は前年同期比で2億8000
万円減少し、1億9300万円となりました。

（注）将来においての募金獲得のための布石としての先行投資分を含む。

■総支出
総支出は35億1449万3579円となりました。
支出先は、救援活動費と国内外での広報・証言活動費をあわせた
「ソーシャル・ミッション」、国内での経費である「募金調達活動費」
および「一般管理費」に大別されます。

海外での救援活動支援費は、MSF日本がパートナーシップを結ぶMSFフランス、MSFスペイン、MSFスイスを通じて、
20カ国でのMSFプログラムに送られました。（詳細は右頁）

募金調達活動費 
7.8億円（22%）救援活動費 24.0億円（68%）

広報・証言活動費 2.0億円（6%）

ソーシャル・ミッション 26.0億円（74%）

一般管理費
1.3億円（4%）

国内での現地サポート等
0.8億円（2%）

海外での救援活動支援費
23.2億円（66%）

MSFフランス 15.8億円
（68%）

MSFスペイン 6.9億円
（30%）

 その他 0.5億円（2%）

現地に関する広報・証言活動
2.0億円（6%）

上記の比率は救援事業活動費の合計35.1億円に対するもの。

寄付金による収入 32.0億円
（99%）

その他収入 0.3億円（1%）

法人 1.6億円（5%）

個人 29.6億円
（93%）

その他 
0.8億円（2%）

21
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皆様のご支援をお待ちしております

基礎医療キット
1000円で、基礎医療キット約40人分を用意で
きます。このキットは、キャンプなど他に医療施
設のないところでの使用に適した医薬品とガイ
ドラインのセットで、マラリアの検査・治療薬も
含まれています。

シェルター資材
５万円で、避難してきた人びとが雨露をしのぎ、
寝食の場所を確保するためのシェルター資材
20世帯分を購入できます。

栄養治療食（RUF）
9000円で、栄養失調に陥った子どものための
治療食(Ready-to-Use Food)を250食分（１
食あたり500Kcal）購入することができます。

外科手術キット
12万円で、紛争や暴力によって重傷を負った
患者に外科手術を行うのに必要なキット１人
分を用意することができます。

コレラ治療キット
3000円で、コレラ治療キット１人分を購入で
きます。コレラは過密な住環境で流行するリス
クが高い感染症。汚染された水を介して多くの
人に広まり、短期間に脱水症状を起こして死を
もたらします。しかし、すぐに治療を受けられれ
ば、ほとんどの人が回復します。

衛生キット
2000円で、石鹸や歯ブラシ、洗剤、タオルなど、
避難した人びとの日常生活に必要な衛生キッ
ト５人用セットを購入することができます。

安全な飲用水
８万円で、500人分の飲用水を供給できるタン
クのセットを購入することができます。

テントの診療所
30万円で、キャンプ内で難民や避難民に基本
的な医療を提供する診療所を設置するための
テントと内部の機材を揃えることができます。

　国境なき医師団（MSF）は、命の危機にさらされた人びとに、人種、宗教、政治の別なく、人道援助を提供しています。独立性、中立性を保ち、緊
急事態に迅速に対応し、真に必要な援助を提供できる、このMSFの強みは、民間の皆様からの寄付に支えられています。
　現在、MSFが世界各国で行う援助活動プログラムの半数以上が、紛争下・紛争後の地域やその周辺に集中しています。こうした地域での活動
の多くは、故郷から逃げることを余儀なくされた国内避難民や難民など、もっとも危機的な状況に置かれ、もっとも見放されている人びとに、手を
さしのべるためのものです。2007年には難民・避難民に直接援助を届けるプログラムの数は54にのぼりました。

皆様の寄付は、このような形で難民・避難民援助の現場に届きます。

※これらの援助物資は主にヨーロッパで一括調達されています。価格は為替レート：１ユーロ＝125円で計算しています。

寄付に関するお問い合わせはこちらまで
フリーダイヤル： 0120-999-199（9:00-19:00 無休）　http://www.msf.or.jp/donate/

1日50円キャンペーン

随時の寄付

遺産・お香典からの寄付

4000円で、着の身着のままで逃げてきた家族
に、飲用水をくむためのポリタンク1つと毛布５
枚、マラリアなど寄生虫症を防ぐのに必要な蚊
帳２張りを提供することができます。

生活用品

１万円で、はしかの予防接種のためのワクチン
500人分、または髄膜炎のワクチンを116人
分、購入することができます。
※ただし、予防接種を行う際は保冷輸送の設備
など接種活動展開のための費用も必要です。

予防接種用ワクチン

※国境なき医師団日本は認定NPO法人であり、当団体への寄付は、寄付金控除など税制上の優遇措置の対象になります。

相続財産や、ご自身の遺産を有意義に活用するために国境なき医師団への寄付をお選びになる方が増え
ています。お香典、相続財産からの寄付や遺贈による寄付に関するパンフレットを作成しましたので、送付
ご希望の方は、今号に同封の申し込み用紙をご返送いただくか、下記までお問い合わせください。

１日あたり50円、または任意の金額を１ヵ月ごとに振り替えていただく継続的なご支援によって、
国境なき医師団は安定した活動資金を確保することができ、緊急事態への迅速な対応も可能になります。

ご都合に合った金額をいつでも、ご寄付いただけます。

続けていくことで大きな力に

できるときにできることを

―国境なき医師団の活動は、寄付金によって支えられています―
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■REACT読者アンケート報告

■海外派遣スタッフ募集説明会

スリランカ
北部バンニ地方の戦闘地域では、政府軍による反政府武装勢力「タミル・イーラム解放のトラ」への攻勢が
強まっています。現在、バンニ地方から80キロ離れたバブニヤに脱出した避難民は約15万人にのぼります
が、いまだ戦火の下に負傷者を含む多くの一般市民が取り残されています。バブニヤでMSFが活動する病
院には、戦闘が激化した4月20日から１週間で、子どもを含む負傷者841人が運び込まれました。MSFは
病院にあふれる負傷者の治療や、避難民への援助にあたるとともに、援助活動の規模拡大を求めて政府と
交渉中です。
＜4月30日現在＞

■福岡
会場: アクロス福岡 608会議室 （福岡市中央区天神1-1-1）
6月27日（土）13：00～15：00

開催日時は変更される可能性もありますので、お申し込みの際にご確認ください。

ＭＳＦ 日本から派遣された28名のスタッフが、
以下の国・地域で活動しています（2009年4月）。

新たに派遣されたスタッフ（2009年1月～4月出発）

石塚 由実子
井田 覚
伊藤 まり子
岩井 輝
岩﨑 直哉
上田 創平
太田 晶子
太田 靖子
小口 隼人
落合 厚彦
上平 明美
神田 紀子
キム ナヨン
久留宮 隆

内科医
ロジスティシャン
産婦人科医
外科医
小児科医
外科医
助産師
看護師
ロジスティシャン
ロジスティシャン
看護師
薬剤師
内科医
外科医

タイ
パレスチナ
リベリア
スリランカ
リベリア
イエメン
リベリア
グルジア
コンゴ民主共和国
ナイジェリア
シエラレオネ
ブルキナファソ
ウガンダ
ナイジェリア

臨床心理士
整形外科医
看護師
内科医
助産師
ロジスティシャン
麻酔科医
看護師
麻酔科医
助産師
内科医
ロジスティシャン
ロジスティシャン
　　〃

イエメン
ナイジェリア
ナイジェリア
リベリア
エチオピア
イエメン
パレスチナ
スーダン
ナイジェリア
コンゴ民主共和国
インド
ナイジェリア
カンボジア
レソト

河野 暁子
城倉 雅次
鈴木 操
鉄谷 耕平
徳間 美紀
萩原 健
初雁 育介
松本 明子
三浦 由紀子
村上 千佳
森田 光義
森脇 千英子
山住 邦夫
　　〃

MSF日本　海外派遣スタッフ情報

【参加申し込み・問い合わせ先】
Tel: 03-5286-6161（担当直通）　ウェブサイト： http://www.msf.or.jp/work/Japanese/infosessions.html

　２月号に同封したアンケートに、3月31日までに9993件
の回答を得ました。もっと情報が必要という声、読みやすさ、
分かりやすさに関する希望、コストを心配する声など、幅広い
意見が寄せられ、編集を振り返る貴重な機会となりました。
　MSF日本にとって、メディアに取り上げられない人道的
危機を伝える「証言活動」は重要な任務の一つです。用紙や
印刷、配送のコストを最小限に抑えるよう努めながら、活動
地の現状を臨場感をもって伝えるためカラー写真などを活
用した広報活動を行っています。いただいたご意見を元に、
よりよい誌面作りに今後も工夫を重ねてまいります。
　ご協力、誠にありがとうございました。

～20代　
30代
40代
50代
60代
70代
80代～

年 代

2.7%5.7% 難民・国内避難民への援助
武力紛争の犠牲者への援助

自然災害時の援助
栄養失調への取り組み

紛争地域での外科治療
母子保健への取り組み

結核治療

HIV/エイズ治療

マラリア
その他の感染症（はしかなど）

その他

国境なき医師団の活動の中で、
どの分野の活動に関心がありますか。（複数回答）

活動ニュースフラッシュ

氏名 派遣地ポスト 氏名 派遣地ポスト

国境なき医師団日本 ニュースレター「REACT（リアクト）」
お問い合わせや配送変更手続きはこちらまで 　Tel: 0120-999-199 　http://www.msf.or.jp/info/newsletter/

10.4%

18.1%

23.3%
25.6%

13.7%

3.8%

19.6%
18.1%

33.0%

17.5%

42.7%
45.9%

60.5%
46.6%

66.8%
63.1%

■大阪
会場: piaNPO 6F 中会議室 （大阪市港区築港2-8-24）
6月19日（金） 18：30～20：30
6月20日（土） 13：30～15：30

■東京
会場: 国境なき医師団日本 事務局 セミナールーム
6月12日（金） 18：30～20：30
7月17日（金） 18：30～20：30
8月21日（金） 18：30～20：30

7割近い方々が今回の特集テーマである
「難民・避難民への援助」に関心があると回答されました。

《 集計結果から 》

MSF日本は海外派遣に関する募集説明会を国内各地で開催し、現地での活動に関するご質問にお答えしています。
説明会では、MSFが世界各地で展開する活動や、採用基準、採用手順についての情報を提供しています。
帰国した海外派遣スタッフから直に体験談を聞くチャンスでもあります。
ご興味のある方は、ぜひ説明会にご参加ください。参加無料です。

コンゴ民主共和国
レソト

ナイジェリア
イエメン

タイ

ウガンダ

インド

ジンバブエ

グルジア

リベリア

シエラレオネ
ブルキナファソ

パレスチナ

スーダン

スリランカ



＜表紙写真＞
チャド東部のスーダン難民キャンプで、自分で作ったおもちゃの車で遊ぶ男の子

国境なき医師団（MSF）は、1971年にフランスで設立された、非営利で国際的な民間の医療・人道援助団体です。危機に瀕した人びとの緊急医療援助を主な目的とし、医師、看護師をはじめとする4100人以上の海外派遣スタッフが、2万2千人の現地スタッフとともに、世界62ヵ国で援助活動を行っています。（2007年度）

〒162-0045 東京都新宿区馬場下町１-１ 早稲田SIAビル3階
（旧住所: 東京都新宿区高田馬場3-3-13）

Tel： 03-5286-6123（代表）  Fax： 03-5286-6124

0120-999-199（9：00～19：00 無休）　Fax： 03-3764-7682
【 寄付に関する問い合わせ 】
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